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• マイクロマニピュレーション技術

–電子部品の組み付け

–バイオテクノロジー

–マイクロ生産システム

• マイクロマニピュレータの主な構成要素

–微小物体の把持装置

–移動機構

• 圧電アクチュエータ

–小型で応答速度が速い

• 保持方法

–接触および非接触

• 把持の検出

–力センサ

–カメラでモニタリング

• 把持装置と微小物体間の吸着力

–物体寸法により支配的な力の原因が
変化

–湿度が問題になることがある
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ピンセットの構造と外観

• マイクロマニピュレーション用ピ
ンセット

–微小物体の把持検出機能を
持たせる

–バイモルフ圧電アクチュエー
タの振動を利用
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振動伝達を用いた把持の検出
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